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一一学会

1. 日本藻類学会第9回大会

昭和60年3月28・29日の両日，東京学芸大学図書館

AVホールにおいて第9回大会を開催した。講演数52.

参加者130名であった。

大会第1日目一般講演終了後，同ホールにおいて総

会を開催し，引続き同大学第2むさしのホールで懇親

会を行った。大島海一氏が司会し，小林大会々長の挨

拶，西沢元会長の乾杯で始まり，約2時間盛会裡に閉

会した。出席者は90名であった。

大会2日目に広瀬弘幸名誉会員の言ト報があり，千原

会長がそのことを大会参加者に伝達し，最終講演のあ

と全員で黙祷をささげ，広瀬先生の御冥福を祈った。

大会開催に当り，東京学芸大学教育学部生物学教室

の小林弘教授，岡崎恵視助教授および，教室員と学

生の諸氏には種々と御協力いただいた。また南雲 保

氏(日本歯科大).大島海一氏(日本大)も会の運営に御

努力下さった。厚くお礼申し上げる。

2.評議員会・編集委員会

第9回大会の前日 3月27日に東京学芸大学自然館

会議室において，編集委員会 (14: 00-16 : 00)およ

び評議員会 (16: 30-18 : 30)を開催し，昭和59年度

総会に提出予定の報告事項・議題等の審議を行った。

審議項目は総会報告に一括掲載してあるので，その項

を参照されたい。

評議員会出席者:千原光雄会長，有賀祐勝，掘輝

三，市村輝宜，喜田和四郎，右田清治，月舘潤ー，山

田家正，山岸高旺，吉田忠生各評議員，原慶明，井

上勲，加藤季夫，岡崎恵視各幹事。

編集委員会出席者:小林弘編集委員長，有賀祐勝，

姻輝三，市村輝宜各実行委員，鍛 烈，吉田忠生

各委員，千原光雄会長，井上勲，加藤季夫，岡崎恵

視各幹事。

3.昭和60年度総会

昭和60年3月28日，東京学芸大学図書館AVホール

において，第9回大会1日目終了後，総会を開催した。

千原光雄会長の挨拶に続いて，山岸高旺氏(日本大)を

議長に選出して議事に入った。

1.報告事項

1.庶務関係

(1)会員状況 (60年1月現在):名誉会員4名，普

録事一一ー

通会員522名， 学生会員68名， 団体会員46名，賛助

会員13名，外国会員85名，購読・寄贈・交換99件。

(2)昭和59年度文部省科学研究費補助金「研究成果

刊行費J110万円を受けた。編集責任頁は272頁であ

った。また昭和60年度分として 128万円の補助金申

請を行った。編集責任頁は296頁である。 (3)日本

学術会議会員候補者として千原光雄氏を選出し，岩

本康三氏を推薦人とした。 (4) 日i本学会事務センタ

ーと業務委託の契約を更新し，、委託内容の一部を変

更した。 (5)第50回日本植物学会大会前日の10月1

日に秋季シンポジウムを予定している。また日本藻

類学会第10回大会は筑波大学で開催の予定である。

2.会計関係

(1)昭和60年度会費納入者は3月1日現在で約50%

である。 (2)昭和59年度一般会計と山田基金特別会

計の決算報告は昭和60年3月1日，斎藤英三(専修

大).吉崎誠(東邦大)の両会計監事により適正で

あると承認された。

3.編集関係

(1)昭和59年度に発行した第32巻1-4号は総頁数

395頁，掲載論文42編， 短報4編， 広告頁8頁であ

る。 (2)昭和60年度第33巻1号は，掲載論文11編，第

9回大会講演要旨を含め.101頁で発行した。同巻Z

号以降に掲載予定の論文は審査中・改筆中のものを

含めて25編である。 (3)文部省科学研究費刊行助成

金については庶務関係の項を参照。

n.審議事項
1.昭和59年度一般会計決算報告と同監査報告は表-

1のとおりで承認された。 2.昭和59年度山田幸男

博士記念事業基金特別会計決算報告と同監査報告は

表ー2のとおりで承認された。 3.昭和60年度一般会

計予算案(会費値上げ案を含む) (表-3)は審議の

結果，承認された。予算案承認にともない，会費と

パックナンバーその他の価格を表-4のように， 昭

和60年1月1日にさかのぼって改定することになっ

た。 4.山田基金事業計画についてワーキングクツレ

ープをつくり基金の運用方法も含めて具体案をつく

ることになった。 5. 日本学会事務センターに業務

委託をしていた別刷代徴収を.33巻2号より学会事

務局が行うことになった。 6.昭和60年度から編集

委員会が学会事務局から独立し，新たに実行委員会

制度を発足させ，編集業務の円滑化を図ることが追
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および2)61年度第10回大会を春季に筑波大学で行

うことが承認された。 11.その他， (1)第3回国際

藻類学会開催日本勧誘中止について(岩本康宝前会

長)， (2)アメリカ藻類学会作製藻類スライドフィ

ルム頒布について(千原会長)， (3) 1986年ブラジ

ル，サンパウロ大学で開催される国際海藻会議につ

いて(有賀祐勝会員)，それぞれ説明があった。

認された。 7.超過頁負担金を12，000円に改定した

(現行10，000円). 8.総説の制限頁数を和英文とも

に10頁とした。 9.外国人会員勧誘のために新たに

入会申込みカードを印刷作成し，これを学会負担の

別刷50部に添えることになった。 10.60・61年度事

業計画として， 1)第50回日本植物学会の前日 (10

月1日)に秋季シンポジウムと懇親会を開くこと，

日本藻類学会一般会計決算報告 (59.1.1--69.12.31)昭和59年度表-1
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英本会計決算報告は適正であることを認める。

昭和60年3月1日

昭和60年3月1日
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日本藻類学会

収 入 の 部 (門) 支 出 の 部 (円)

山田追悼号売上金 (4冊) 22，000 

学会出版物売上金 15，800 

(コンプ論文集(州)

日米セミナー (4冊) 13，000 

雑 収 入 。
手。 子 8，698 。

計 46，498 計 。
前年度繰越金 1，180，278 次年度繰越金 1，226，776 

メ日込 計 1，226，776 l日h 言十 1，226，776 

山田幸男博士記念事業特別基金会計決算報告 (59.1.1~59.12.31)昭和59年度表-2

貸借対照表
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日:本藻類学会会長

日本藻類学会会計幹事

日本藻類学会会計監事

日本藻類学会会計監事

昭和60年3月1日

本決算報告は適正であることを認める。

昭和60年3月1日

日本藻類学会

収 入 の 部 (円) 支 出 の 部 (円)

会 費 4，872，000 印刷費 4，721，120 
普通会員 (522) 3，290，000 印刷代 3，921，120 
学生会員(68) 300，000 別刷代 800，000 
外国会員(85) 510，000 編集費 400，000 
団体会員(46) 552，000 論文審査料 66，000 
賛助会員(13) 220，000 英文校閲料 60，000 
版 売 1，101，000 編集補助費 100，000 
定期購読 840，000 通信連絡費 174，000 
バックナンバー 261，000 会誌発送費 250，000 
別刷代 880，000 庶務費 655，000 
超過頁負担金 240，000 事務用品費 50，000 
広告代 200，000 会議費 50，000 
預金利子 50，000 通信印刷費 240，000 
プログラム代 17，000 事務整理補助費 90，000 
刊行助成金 1，100，000 諸雑費 25，000 

幹事旅費補助 20，000 
幹事手当 180，000 
学会センター業務委託費 650，000 
大会補助費 100，000 

計 8，460，000 小言十 6，776，120 
前年度繰越金 620，520 予備費 2，304，400 

j日.. 計 9，080，520 合計 9，080，520 

一般会計予算案昭和60年度表-3
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シー卜でみる種の同定・分類

淡水藻類写真集

山岸高旺・秋山優編集
B5判・各100シート定価各4000円
1巻(発売中)・ 2巻(2月上旬)刊行

以下継続

月間伽n陶吻grc納 S0' tI晦 FresIトW副官 A毎鵠
・藻類の全体像の顕微鏡写真を中心に，拡大写真，線図を加え 1種 1頁を原則

に収録，解説は和英両文で種名・文献，藻類の性状，寸法，分布，類似種との

比較等を記載している。各巻100シートで2000-3000種を目標に刊行する。

日本淡水藻図鑑
B 5判・ 960頁
ロ絵カラー8葉
定価 36，000円

ILLUSTRAll0NS OFTHE J.伊州ESEFRESH-WAll訳 ALGAE

庚瀬弘幸・山岸高旺編集
秋山優・庵谷晃・今堀宏三・加崎英男

熊野茂・小林弘・高橋永治・津村孝平共著

平野寅・庚瀬弘幸・山岸高旺

生物学史展望
#上清但箸五千年に渉る生物学の流れを追い，各

時代の学の特質を浮彫にすると共に個別分野の発展

の跡をも正確に跡付けてあり，研究者は生物学体系
内の自己の立場を照らすことができる.A5・価48ω円

動物101話
川崎勉響植物と同様に動物を愛する著者は.長
年にわたって身近な動物途の生活を観察し統けてき
た.そしてここに 101種の動物遠の生活の窓外な一
面を楽しく描き出している動物記. B6・価1300円

世界の珍草奇木
一植物にみる生命の神秘ー
川崎勉箸一般に見のがされている自然界の一部，

植物の世界のめずらしい草木の生活，生態を見ると
織物の持つカづよい生命力に感銘を受け.改めて植

物への興味をそそらせる.一一一一一一B6・価1300円

畿 内田老鶴圃

日本海藻誌s…0ω
悶村企太邸響 j海毎詰務車学の金般を精草密毎克明な解鋭と突

地調牽てで，裏f付寸けした不朽の名著.

藻類学総説菊判価1000円

植物組織学…m 円

・前2著につづく

川崎勉の

世界の珍草奇木余話
一植物と花と人生と 86・価1300円

動物雑話101 86・価1300円

e102東京都千代田区九段北1・2・1
D(03)265-3636 振替東京3・6371番



表 4 会費およびパックナンバ一等販売価絡の改定

(昭和60年1月1日より)

普通会員

学生会員

団体会員

賛助会員

外国会員

販売

会費

(現行)

5，000円
3，500円
8，000円
20，000円

6，000円

8，000円

藻類パックナンバー

(改定額)

7，000円

5，000円
12，000円

20，000円

8，500円
12，000円

(現行改定額)

会員 1，250円 1，750円
(3，750円 (5，000円)

会員外 2，000円 3，000円
(5，000円 (7，000円)

( )内は30周年記念特集号第30巻4号

山田幸男先生追悼号

(現行 5，500円 (改定額 7，000円

藻類索引

1-10巻

(現行)

会員 1，000円
会員外 1，500円
11-20巻

(現行)

会員 1，500円

会員外 2，000円
30巻

(現行)

会員 2，500門
会員外 3，000円

日米科学セミナー記録

(改定額)

1，500円
2，000円

(改定額)

2，000円
3，000円

(改定額)

3，000円

4，000円

175 

(現行 3，000門 (改定額 4，000円

北海道周辺のコンブ類と最近の増殖学的研究

(現行 700円 (改定額 1，000円

一一会員異動一一

新入会
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住所変更

交換

在日本朝鮮人科学者協会 干112 文京区白山 4-33-14 朝鮮出版会館内 03-816-4335 

退会

三浦和歌子(宮城県).宮崎方夫(茨城県).風呂田利夫(千葉県).山下貴司(東京都).宮里車喜美子(兵庫県). 

大石忠義(広島県).Periodical Librarian of East Carolina Univ. (U. S. A.). Al1an Gluck (U. S. A). S. C. 

Ducker (Australia). 

日本学術会議第13期会員候補者ならびに

推薦人の決定について

日本学術会議法の一部改正と関連法令の改正があり，

本学会はこの事態に対処するため，昭和59年12月1日

に会長が候補者選出のための内規原案を作成し，これ

を全評議員に郵送して賛否を求めたところ，圧倒的多

数により賛成が得られたので.12月21日一部字句修正

の上，以下の内規を定めた。

日本学術会議会員候補者および推薦人を選出する内

規(昭和59年12月21日制定)

本学会における学術会議の植物科学会員候補者を選

定する方式を次の通り定める。

1.全評議員による2名速記の投票により会員候補者

の選挙を行う。

2.会長は選挙の結果を尊重して，学術会議にふさ
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わしい者を学術会議会員の候補者に決定する。 なお，推薦人は，内規により次の方に決定した。

本学会における学術会議会員推薦人を選出する方式 岩本康三

を次の通り定める。 推薦人は 5月20-23日日に開催の会議に出席し，

1.推薦人は会長が決定する。 植物科学研究連絡委員会分野の他の学会の推薦人と協

附記，この内規は会長が評議員会の議を経て変更す 議して会員および会員補欠各 1名を決定することにな

ることができる。 っている。植物科学研究連絡委員会分野の他の学会は，

上記の内規に従い，新評議員による日本学術会議会 日本植物学会，日本植物生理学会，日本植物分類学会，

員候補者の選出のための投票を1月25日から2月12日 植物分類地理学会である。なお，日本学術会議第13期

にかけて行い 2月14日に開票した。その結果，下記 会員の任期は，昭和60年7月19日より 3年間である。

の方が候補者に決定した。

千原光雄

本会会員岡田喜一氏は去る昭和59年11月6日逝去されました。

護んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会

本会名誉会員広瀬弘幸氏は去る昭和60年3月28日逝去されまし

た。謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会

本会会員川端清策氏は去る昭和60年4月11日逝去されました。

謹んで哀悼の意を表します。

日本誌類学会




